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チンの 4 種の蛋白分解酵素阻害剤各20μ9 /ml 混液又はフェニールメタンスルブォニルフルオライド
。ム門i








胎児 HDCの精製方法を用いて，胃，脳からもほぼ同様に HDCが精製できた。これら 3 種の組
織から得た HDCの性質を比較すると， Sephadex G-100 カラムによるゲル鴻過から推定される分
子量は三者とも約 9 万で等しく Lーヒスチジンに対するKm値は三者とも約 2 X10-4 Mでほぼ等しか
った。しかし等電点電気泳動法においては，胎児HDC，脳HDCはともに単一のピークを示し， pI 












3. ラット脳には，酵素学的・免疫学的に明らかに胎児HDC とは異なる HDCが存在し，胃には両者
が存在することを示した。胎児HDCは肥満細胞型，脳HDC は非肥満細胞型であると考えられる。
論文の審査結果の要旨









在した。特に，脳には酵素学的，免疫学的に明らかに胎児 HDC とは異なる HDCが存在し，胃には
両者が共存することを示した。その結果，胎児 HDCは肥満細胞型，脳HDCは非肥満細胞型である
と結論したもので，医学博士の学位に価するものと考える。
